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令和４年度　コロナ禍での本会の取り組みについて令和４年度　コロナ禍での本会の取り組みについて
　令和４年度はコロナ禍の３年目。未　令和４年度はコロナ禍の３年目。未
だ先行きの見えない状況ではありますだ先行きの見えない状況ではあります
が、本部・支部の協力で一つずつ前にが、本部・支部の協力で一つずつ前に
進めてまいります。諸事業や行事は、進めてまいります。諸事業や行事は、
安全安心を基軸に、何ができるか、ど安全安心を基軸に、何ができるか、ど
んな方法でできるか、学生支援も含めんな方法でできるか、学生支援も含め
て、出来うる限りの対応を進めてまいて、出来うる限りの対応を進めてまい
ります。また、定款に基づく本法人のります。また、定款に基づく本法人の
理事・監事の改選を行います。理事・監事の改選を行います。
【育成事業】
　「学術・スポーツ振興資金」制度に　「学術・スポーツ振興資金」制度に
よる支援は、「学術部門」は母校所蔵よる支援は、「学術部門」は母校所蔵
の貴重資料デジタル化に、「スポーツの貴重資料デジタル化に、「スポーツ
部門」は硬式野球部･陸上競技部(長部門」は硬式野球部･陸上競技部(長
距離部門)･柔道部、卓球部・ソフト距離部門)･柔道部、卓球部・ソフト
テニス部の５団体を令和３年度に引きテニス部の５団体を令和３年度に引き
続き支援してまいります。皆さまのお続き支援してまいります。皆さまのお
力添えを重ねてお願い申し上げます。力添えを重ねてお願い申し上げます。
学生支援は、大学の関係各部署と連携学生支援は、大学の関係各部署と連携
しながら、必要な支援を行います。しながら、必要な支援を行います。
「院友会長賞」（学生の部）も継続し「院友会長賞」（学生の部）も継続し
てまいります。てまいります。
【講座・講演会事業】
　『風土記を読む（第５期）』講座、　『風土記を読む（第５期）』講座、
院友学術振興会公開講座『國學院の古院友学術振興会公開講座『國學院の古

典』、生活芸術講座等の諸講座は、秋典』、生活芸術講座等の諸講座は、秋
以降の開催に向けて準備を進めます。以降の開催に向けて準備を進めます。
また従来とは異なった形式も検討してまた従来とは異なった形式も検討して
まいります。まいります。
　サロンコンサートは、安心してご参　サロンコンサートは、安心してご参
加いただける準備の下、開催を目指し加いただける準備の下、開催を目指し
ます。ます。
【特定寄付】
　國學院大學への協力として、必要な　國學院大學への協力として、必要な
寄付を行う予定です。寄付を行う予定です。
【同窓会事業】
　コロナ禍の中、三密を避け安全安心　コロナ禍の中、三密を避け安全安心
な活動をどのように展開していくか。な活動をどのように展開していくか。
この２年間のコロナ禍での状況を踏まこの２年間のコロナ禍での状況を踏ま
えて、課題を本部支部ともに共有しなえて、課題を本部支部ともに共有しな
がら進めてまいります。がら進めてまいります。
　会報発行発送事業及び編集発行は、　会報発行発送事業及び編集発行は、
従来同様年３回の発行を目指します。従来同様年３回の発行を目指します。
　院友会報は住所判明者全員に送付い　院友会報は住所判明者全員に送付い
たしますが、状況により新年号は令和たしますが、状況により新年号は令和
３年度同様に会費等の納入者に限定し３年度同様に会費等の納入者に限定し
て送付することも選択肢といたしまて送付することも選択肢といたしま
す。す。
　本会ホームページ、Twitter等では　本会ホームページ、Twitter等では
各支部院友等の活動の紹介、各地の情各支部院友等の活動の紹介、各地の情

報、学生の情報等を充実させてまいり報、学生の情報等を充実させてまいり
ます。ます。
　会員統括組織化事業では、コロナ禍　会員統括組織化事業では、コロナ禍
での支部総会のあり方、本部支部の情での支部総会のあり方、本部支部の情
報交換、学生支援、事務的なこと等も報交換、学生支援、事務的なこと等も
共有していきます。各支部主管の公益共有していきます。各支部主管の公益
事業については、地域の感染状況等踏事業については、地域の感染状況等踏
まえながら、ガイドラインに基づき支まえながら、ガイドラインに基づき支
部内での交流を主体とし、支部総会も部内での交流を主体とし、支部総会も
同じく安心安全な開催を目指します。同じく安心安全な開催を目指します。
　支部長会議は５月に渋谷キャンパス　支部長会議は５月に渋谷キャンパス
での開催に向けて準備をいたしますでの開催に向けて準備をいたします
が、今後のコロナ禍の諸状況を勘案しが、今後のコロナ禍の諸状況を勘案し
て対応してまいります。て対応してまいります。
　院友大会は秋以降の開催で慎重に検　院友大会は秋以降の開催で慎重に検
討してまいります。母校ホームカミン討してまいります。母校ホームカミン
グデーは、開催状況や方法に対応しなグデーは、開催状況や方法に対応しな
がら、広く院友に呼び掛けてまいりまがら、広く院友に呼び掛けてまいりま
す。す。
　新年院友交歓会は、学術・スポーツ　新年院友交歓会は、学術・スポーツ
振興資金支援団体の応援を中心に、準振興資金支援団体の応援を中心に、準
備いたします。備いたします。
【収益事業】　
　これまで同様、皆さまに安心してご　これまで同様、皆さまに安心してご
利用いただけるように取り組んでまい利用いただけるように取り組んでまい

ります。ります。
【院友会館の運営】
　来館者の安全安心を確保しながら、　来館者の安全安心を確保しながら、
国、東京都の指針に沿った運営をいた国、東京都の指針に沿った運営をいた
します。します。
　開館時間や利用に際してのお願い　開館時間や利用に際してのお願い
等、院友会のホームページでお知らせ等、院友会のホームページでお知らせ
をしてまいります。をしてまいります。
　ご利用の皆さまにはご不便をおかけ　ご利用の皆さまにはご不便をおかけ
しますが、ご理解とご協力のほどよろしますが、ご理解とご協力のほどよろ
しくお願いいたします。しくお願いいたします。
【法人事業】
　定款に基づいた諸会議を開催しま　定款に基づいた諸会議を開催しま
す。業務執行理事を中心に、コロナ禍す。業務執行理事を中心に、コロナ禍
の状況へ対応してまいります。の状況へ対応してまいります。
　また、法人の理事・監事改選を定款　また、法人の理事・監事改選を定款
に基づき行います。に基づき行います。
　以上が令和４年度の取り組みの概要　以上が令和４年度の取り組みの概要
ですが、引き続きコロナ禍での運営とですが、引き続きコロナ禍での運営と
なります。諸会議等での決議においてなります。諸会議等での決議において
変更もあるかと思いますが、安全安心変更もあるかと思いますが、安全安心
を第一に、業務執行理事を中心に検討を第一に、業務執行理事を中心に検討
準備を重ねてまいります。準備を重ねてまいります。
　皆さまのご理解とご協力をお願い申　皆さまのご理解とご協力をお願い申
し上げます。し上げます。

@inyuukai
いろいろなお知らせをいたします。是非フォローしてください。

ご卒業おめでとうございます。
今日から院友会の一員です。
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國學院大學
院友会とは

佐　栁　正　三
針　本　正　行

住所変更届・異動届のお願い
　本会では母校校友課と協力し、一人
でも多くの院友の皆さまに情報発信を
していきたいと考えております。
　現在、住所が判明している全ての院
友の皆さまに、院友会報をお送りして
おります。
　結婚・転職・転居などにより、氏名
・住所・勤務先などに変更がございま
したら、本会または母校校友課へお知
らせください。メールアドレスの登録

もお願いいたします。大学・院友会ど
ちらのホームページからでも変更でき
ます。
　また、ご実家であっても、ご本人が
居住されていない場合は、郵便局から
差し戻されてまいりますので、必ず現
住所をご連絡ください。
　皆さまのお手元に郵便物が確実に届
くように、ご協力の程お願い申し上げ
ます。

森 　 伸 一
増　田　久美子

同 藏　重　命　弘

顧 問
新井さきほ　杉山　 夫　外山　勝志　蛯原　　弘
岡崎　正継　安蘇谷正彦　坂口　𠮷一　佐栁　正三
赤井　益久

参　　与
船田　君子　河原崎　弘　宇井　克彦　玉井　浩二

評 議 員
菅野　雅雄　栗生　守男　稲葉　久雄　廣井　武司
田中安比呂　上村　好生　大塚　　勤　岡部　定征
廣井　公明　坂入　　益　熊嵜　歳介　田中　恆清
夏井　邦男　中村　直紀　小林　　操　近藤　　篤
針本　正行　坂倉　良一　橋本憲市郎　百瀬　敏記
赤岩　　修　堀江　久教　藤井　秀嗣　城所　俊哉
武智　浩二　北原　　徹　宮西　修治　九條　道成
西川　実希

会　　長
𠮷田　茂穗

副 会 長
今井　　亮　佐藤　美穗　石川　則夫

常務理事
坂本眞佐人

理　　事
秦　　信行　大鳥居信史　吉田　源彦　塙　　東男
近藤　正臣　松山　文彦　中山　高嶺　岡田　幹雄
加藤　元茂　黒田　眞子　利根　康教　大平　　実
大村　秀司　田辺三千代　秋元　善行　古屋　真弘
大野　靖仁　白川　博一　網谷　道弘　湯谷　昌生
冨田　尚敬

監　　事
小林　英夫　角川　賢二　寺澤　　悠

一般財団法人  國學院大學院友会
新院友の皆さんを歓迎いたします

1 令和４年３月20日（日）　No.380 院 友 会 報 新院友歓迎号
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っ
て
お
り
ま
す
。）

■
当
選

☆
三
豊
市
長
〔
香
川
県
〕

（
令
和
４
年
１
月
）

山
下
昭
史
氏
（
や
ま
し
た
・
あ

き
し
／
98
経
）

☆
神
川
町
長
〔
埼
玉
県
〕

（
令
和
４
年
１
月
）

桜
沢　

晃
氏
（
さ
く
ら
ざ
わ
・

あ
き
ら
／
89
経
）

☆
立
山
町
議
〔
富
山
県
〕

（
令
和
４
年
１
月
）

堀
田　

努
氏
（
ほ
り
た
・
つ
と

む
／
89
経
）

☆
野
洲
市
議
〔
滋
賀
県
〕

（
令
和
３
年
10
月
）

村
田
弘
行
氏
（
む
ら
た
・
ひ
ろ

ゆ
き
／
96
神
2
）

■
宮
司
就
任

☆
金
刀
比
羅
宮（
香
川
県
琴
平
町
）

琴
陵
泰
裕
氏
（
こ
と
お
か
・
や

す
ひ
ろ
／
111
神
・
113
博
前
神
）

☆
平
安
神
宮
（
京
都
市
）

鷲
尾
隆
久
氏
（
わ
し
お
・
た
か

ひ
さ
／
127
神
専
攻
）

☆
貴
船
神
社
（
京
都
市
）

高
井
大
輔
氏
（
た
か
い
・
だ
い

す
け
／
113
神
2
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

※
院
友
の
褒
章
・
叙
勲
等
に
つ

い
て
本
部
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

　

こ
の
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

　

こ
の
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

次
の
方
々
が
定
年
で
母
校
を
退

次
の
方
々
が
定
年
で
母
校
を
退

職
さ
れ
ま
す
。
お
元
気
で
、
今

職
さ
れ
ま
す
。
お
元
気
で
、
今

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

し
上
げ
ま
す
。

※（　

）は
、専
任
と
し
て
奉
職

※（　

）は
、専
任
と
し
て
奉
職

さ
れ
た
年
月
日
。敬
称
略
。

さ
れ
た
年
月
日
。敬
称
略
。

教　

員

●
斉
藤
こ
ず
ゑ
・
文
学
部
教
授

斉
藤
こ
ず
ゑ
・
文
学
部
教
授

（
昭
和

（
昭
和
5656
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
中
川
徹
也
・
法
学
部
教
授

中
川
徹
也
・
法
学
部
教
授

（
平
成

（
平
成
1515
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
土
田
壽
孝
・
経
済
学
部
教
授

土
田
壽
孝
・
経
済
学
部
教
授

（
昭
和

（
昭
和
6262
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
茂
木
貞
純
・
神
道
文
化
学
部

茂
木
貞
純
・
神
道
文
化
学
部

教
授
教
授

（
平
成

（
平
成
1717
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
柴
﨑
和
夫
・
人
間
開
発
学
部

柴
﨑
和
夫
・
人
間
開
発
学
部

教
授
教
授

（
昭
和

（
昭
和
6060
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
石
川
清
明
・
人
間
開
発
学
部

石
川
清
明
・
人
間
開
発
学
部

教
授
教
授

（
平
成

（
平
成
2323
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
野
本
茂
夫
・
人
間
開
発
学
部

野
本
茂
夫
・
人
間
開
発
学
部

教
授
教
授

（
平
成

（
平
成
2323
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

職　

員

●
中
條　

豊
・
学
術
メ
デ
ィ
ア

中
條　

豊
・
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
務
部
研
究
開
発
推

セ
ン
タ
ー
事
務
部
研
究
開
発
推

進
機
構
事
務
課
主
幹

進
機
構
事
務
課
主
幹

（
昭
和

（
昭
和
5454
年
４
月
１
日
）

年
４
月
１
日
）

●
井
口
良
子
・
学
術
メ
デ
ィ
ア

井
口
良
子
・
学
術
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
事
務
部
図
書
館
事
務

セ
ン
タ
ー
事
務
部
図
書
館
事
務

課（
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
）書
記

課（
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
）書
記

（
昭
和

（
昭
和
5151
年
７
月
１
日
）

年
７
月
１
日
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

学
術
部
門

卓
球
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

硬
式
野
球
部

柔
道
部

陸
上
競
技
部

「
関
東
下
知
状
」

「
関
東
下
知
状
」

厳
し
い
練
習
環
境
の
中
で

厳
し
い
練
習
環
境
の
中
で

リ
ー
グ
戦
シ
ン
グ
ル
ス

リ
ー
グ
戦
シ
ン
グ
ル
ス
5
戦
全
戦
全

勝
の
渡
辺
凱
選
手（
初
教

勝
の
渡
辺
凱
選
手（
初
教
1
年
）
年
）

西
本
一
雅
選
手
（
健
体
２
年
）

西
本
一
雅
選
手
（
健
体
２
年
）

の
強
烈
な
サ
ー
ビ
ス

の
強
烈
な
サ
ー
ビ
ス

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
「
学
術

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」

（
学
術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ

（
学
術
部
門　

デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

つ
き
ま
し
て
、
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
月

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
四
月

二
日
か
ら
本
学
博
物
館
で

二
日
か
ら
本
学
博
物
館
で

「
鎌
倉
幕
府
と
執
権
政
治
」

「
鎌
倉
幕
府
と
執
権
政
治
」

と
題
し
た
展
示
会
を
行
い
ま

と
題
し
た
展
示
会
を
行
い
ま

す
。「
久
我
家
文
書
」
中
か

す
。「
久
我
家
文
書
」
中
か

第
99
回
箱
根
駅
伝
に
向
け
て

〜
変
革
〜

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
い

つ
も
多
大
な
る
ご
声
援
及
び

つ
も
多
大
な
る
ご
声
援
及
び

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金

に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

に
よ
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

新
春
一
月
二
日
、
三
日
に

　

新
春
一
月
二
日
、
三
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
第

行
わ
れ
ま
し
た
第
9898
回
東
京

回
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

で
は
総
合
８
位
（
往
路
４
位

で
は
総
合
８
位
（
往
路
４
位

・
復
路

・
復
路
1313
位
）
と
大
学
初
の

位
）
と
大
学
初
の

４
年
連
続
シ
ー
ド
権

４
年
連
続
シ
ー
ド
権

を
獲
得
す
る
こ
と
が

を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か

で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
上
位
進
出
を
目

し
、
上
位
進
出
を
目

標
に
、
１
年
間
取
り

標
に
、
１
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
分
、
選

組
ん
で
き
た
分
、
選

ら
北
条
義
時
等
が
発
給
し
た

ら
北
条
義
時
等
が
発
給
し
た

文
書
や
八
条
院
関
係
の
文
書

文
書
や
八
条
院
関
係
の
文
書

を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ま

を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
近
年
収
蔵
し
た
奈
良
絵
巻

た
近
年
収
蔵
し
た
奈
良
絵
巻

「
あ
さ
い
な
」
も
公
開
し
ま

「
あ
さ
い
な
」
も
公
開
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
す

す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
す

の
で
、
ど
う
な
る
か
わ
か
り

の
で
、
ど
う
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
開
催
さ
れ
た

ま
せ
ん
が
、
開
催
さ
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

ら
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。（
本
会
報

さ
い
。（
本
会
報
P.P.
７
に
詳

７
に
詳

細
記
載
）

細
記
載
）

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
図
書
館
事
務
課
・
記

第 98回東京箱根間往復大学駅伝競走
総合成績・結果順位

【６年連続 15回目】
順位 大学名 総合成績 
1 青山学院大学  10:43'42"
2 順天堂大学  10:54'33"
3 駒澤大学  10:54'57"
8 國學院大學 10:57'10"
＊往路結果 /順位５:25’49”　4位
＊復路結果 /順位 5:31’21”　13位

第 98回東京箱根間往復大学駅伝競走　個人成績
区間 氏名 学年 タイム 個人順位 総合順位
1 藤木　宏太 神文４年 1:01’26” 6 位 ６位
2 伊地知 賢造 健体２年 1:07’51” 12 位 10位
3 山本　歩夢 健体１年 1:01’59” 5 位 ４位
4 中西　大翔 健体３年 1:01’50” 4 位 3位
5 殿地　琢朗 健体４年 1:12’43” 9 位 4位
6 原　　秀寿 健体１年 1:00’02” 17 位 6位
7 木付　　琳 経４年 1:06’33” 20 位 10位
8 石川　航平 健体４年 1:05’42” 7 位 10位
9 平林　清澄 経営１年 1:08’07” ２位 5位
10 相澤　龍明 中文４年 1:11’08” 16 位 8位

手
・
ス
タ
ッ
フ
共
々
こ
の
結

手
・
ス
タ
ッ
フ
共
々
こ
の
結

果
は
悔
し
い
順
位
と
な
り
ま

果
は
悔
し
い
順
位
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
今
年
か
ら

し
た
。
現
在
は
、
今
年
か
ら

主
将
に
な
っ
た
中
西
大
翔

主
将
に
な
っ
た
中
西
大
翔

（
健
体
４
年
）
の
も
と
日
々

（
健
体
４
年
）
の
も
と
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

新
年
度
も
ご
支
援
、
ご
声
援

新
年
度
も
ご
支
援
、
ご
声
援

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

 

監
督　

前
田　

康
弘
・
記

オ
ー
ル
國
學
院
で

　

昨
年
は
、
院
友
の
皆
さ
ま

　

昨
年
は
、
院
友
の
皆
さ
ま

の
応
援
の
お
陰
で
学
生
日
本

の
応
援
の
お
陰
で
学
生
日
本

一
を
２
階
級
出
す
こ
と
が
で

一
を
２
階
級
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
母
校

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
母
校

を
思
う
気
持
ち
が
学
生
に
伝

を
思
う
気
持
ち
が
学
生
に
伝

わ
り
、
後
押
し
に
な
っ
た
と

わ
り
、
後
押
し
に
な
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て

思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
四
年
に
入
り
コ
ロ
ナ

　

令
和
四
年
に
入
り
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
、
思
う
よ

禍
の
影
響
を
受
け
、
思
う
よ

う
な
稽
古
が
で
き
ず
摸
索
す

う
な
稽
古
が
で
き
ず
摸
索
す

る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は

す
。
そ
れ
は

ど
の
部
会
も

ど
の
部
会
も

同
じ
こ
と
だ

同
じ
こ
と
だ

と
感
じ
ま

と
感
じ
ま

す
。
学
生
の

す
。
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ

モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め

ョ
ン
を
高
め

る
べ
く
、
新

る
べ
く
、
新

た
に
違
っ
た

た
に
違
っ
た

角
度
か
ら
目

角
度
か
ら
目

的
意
識
を
持

的
意
識
を
持

た
せ
、
今
年

た
せ
、
今
年

も
オ
ー
ル
國
學
院
で
戦
い
た

も
オ
ー
ル
國
學
院
で
戦
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

監
督　

坂
本　

大
記
（
106

文
）
記

　

リ
ー
グ
戦
三
連
覇
、
日
本

　

リ
ー
グ
戦
三
連
覇
、
日
本

一
へ
、
よ
り
現
実
味
を
持
っ

一
へ
、
よ
り
現
実
味
を
持
っ

て
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
。

て
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
の
４
年
生
達
が
引
退
す

昨
年
の
４
年
生
達
が
引
退
す

る
際
、「
リ
ー
グ
連
覇
は
し

る
際
、「
リ
ー
グ
連
覇
は
し

て
き
た
が
本
来
ク
リ
ア
し
な

て
き
た
が
本
来
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
解

け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
解

決
し
て
い
な
い
事
が
た
く
さ

決
し
て
い
な
い
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
。」
と
３
年
生
の
幹

ん
あ
る
。」
と
３
年
生
の
幹

部
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
そ

部
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。
そ

こ
に
チ
ー
ム
の
伸
び
し
ろ
が

こ
に
チ
ー
ム
の
伸
び
し
ろ
が

あ
り
ま
す
。
監
督
と
し
て
学

あ
り
ま
す
。
監
督
と
し
て
学

生
達
に
は
「
次
の

生
達
に
は
「
次
の
1010
年
」
と

年
」
と

銘
打
っ
て
今
年
の
チ
ー
ム
を

銘
打
っ
て
今
年
の
チ
ー
ム
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
1010

年
で
チ
ー
ム
哲
学
の
根
を
深

年
で
チ
ー
ム
哲
学
の
根
を
深

く
伸
ば
し
、
更
な
る
歴
史
を

く
伸
ば
し
、
更
な
る
歴
史
を

積
み
上
げ
ま
す
。
そ
の
為
に

積
み
上
げ
ま
す
。
そ
の
為
に

一
年
一
年
が
勝
負
で
す
。
今

一
年
一
年
が
勝
負
で
す
。
今

年
も
強
い
執
念
を
持
っ
て
戦

年
も
強
い
執
念
を
持
っ
て
戦

い
に
挑
み
ま
す
。

い
に
挑
み
ま
す
。

監
督　

鳥
山　

康
孝
（
106

法
）
記

新
年
度
の
抱
負

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

　

平
素
よ
り
、
院
友
の
皆
さ

ま
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と

ま
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

ご
声
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま

す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

す
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
が
未
だ
続

感
染
拡
大
の
影
響
が
未
だ
続

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
間
、
地
道
に
取
り

が
、
こ
の
間
、
地
道
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
と

組
む
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
と

進
む
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

進
む
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。新
年
度
も「
今
で
き
る

し
た
。新
年
度
も「
今
で
き
る

こ
と
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
」

こ
と
を
し
っ
か
り
や
ろ
う
」

と
い
う
意
志
を
継
続
し
、
来

と
い
う
意
志
を
継
続
し
、
来

る
べ
き
大
会
に
向
け
て
準
備

る
べ
き
大
会
に
向
け
て
準
備

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご

　

引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
声
援
を
た
ま
わ
り
ま

支
援
ご
声
援
を
た
ま
わ
り
ま

す
よ
う
、
何
卒
お
願
い
申
し

す
よ
う
、
何
卒
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

監
督　

人
見　

剛（
102
経
）記

新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

　

院
友
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
よ
り
多
大
な
ご
声
援
と

ご
ろ
よ
り
多
大
な
ご
声
援
と

ご
支
援
を
頂
戴
し
ま
し
て
、

ご
支
援
を
頂
戴
し
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

穏
や
か
な
春
風
が
テ
ニ
ス
コ

穏
や
か
な
春
風
が
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
包
み
込
む
中
、
シ
ー

ー
ト
を
包
み
込
む
中
、
シ
ー

ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
テ
ニ
ス

ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
は
躍
動
す
る
学
生

コ
ー
ト
に
は
躍
動
す
る
学
生

達
の
姿
が
戻
っ
て
き
て
い
ま

達
の
姿
が
戻
っ
て
き
て
い
ま

す
。
本
年
の
各
大
会
が
待
ち

す
。
本
年
の
各
大
会
が
待
ち

遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

遠
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

前
年
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

前
年
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
を
取
り
つ
つ
、
皆
さ
ま
の

策
を
取
り
つ
つ
、
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

精
神
力
、
技
術
力
を
し
っ
か

精
神
力
、
技
術
力
を
し
っ
か

り
磨
き
、「
國
學
院
魂
」
を
持

り
磨
き
、「
國
學
院
魂
」
を
持

っ
て
、
チ
ー
ム
一
丸
で
向
か

っ
て
、
チ
ー
ム
一
丸
で
向
か

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き

　

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

監
督　

小
杉　

誠（
86
法
）記

硬式野球部　新入生一覧
ポジション 名前 出身高
投　手 床枝   魁斗 修徳（東京）
投　手 榊原遼太郎 掛川西（静岡）
投　手 石河   大空 英明（香川）
投　手 山口   逸貴 興譲館（岡山）
投　手 飯田真渚斗 明秀日立（茨城）
投　手 當山      渚 沖縄尚学（沖縄）
投手・外野手 佐藤      海 弘前聖愛（青森）
投　手 渡辺      嶺 國學院久我山（東京）
捕　手 立花   祥希 横浜（神奈川）
捕　手 調      祐李 大崎（長崎）
捕　手 石崎慶太郎 春日部共栄（埼玉）
二塁手 黒木   日向 明豊（大分）
二塁手 石川   雄大 大阪桐蔭（大阪）
遊撃手 松若      蓮 金沢龍谷（石川）
遊撃手 柳澤      樹 上田西（長野）
遊撃手 中村   碧人 宮崎商（宮崎）
内野手 菅野   陽士 國學院栃木（栃木）
内野手 最上   太陽 國學院栃木（栃木）
内野手 原田   大翔 國學院久我山（東京）
外野手 宮坂   厚希 智辯和歌山（和歌山）
外野手 落合   俊介 八王子（東京）
外野手 中西   流空 県岐阜商（岐阜）
外野手 大塚   弘晴 天理（奈良）
外野手 仲      崚眞 大分舞鶴（大分）
マネージャー 小俣   諒侑 星稜（石川）
マネージャー 板橋　海斗 市立船橋（千葉）

柔道部　　新入生一覧
氏名 出身校 階級（kg）

小林　開道 木更津総合（千葉） 90
林　　旺佑 木更津総合（千葉） 100
清水　雄護 木更津総合（千葉） 100
高橋　勝馬 延岡学園（宮崎） 100
宮部　真臣 足立学園（東京） 60
猪瀬　真司 埼玉栄（埼玉） 66
岡本　治祈 加藤学園（静岡） 66
大搗　弘晟 神港学園（兵庫） 73
後藤　颯太 市立習志野（千葉） 73
小坂　隼人 関西（岡山） 90
北川　拓実 足立学園（東京） 90

卓球部　新入生一覧
狩野　耕助 埼玉栄（埼玉）
佐山　寛大 新潟産業大学附属（新潟）
羽賀　琉晴 埼玉栄（埼玉）
藤井　脩平 都城商（宮崎）
泉田　和抄 遊学館（石川）
加賀美恵奈 武蔵野（東京）
加藤　瑞穂 日本工業大学駒場（東京）
鈴木　若葉 桜の聖母学院（福島）
関谷　咲花 千葉商科大学付属（千葉） 写真提供 ニッタクニュース写真提供 ニッタクニュース

ソフトテニス部　新入生一覧
須田　零生 羽黒（山形） 後衛
岩﨑　俊介 高崎商（群馬） 前衛
金井　亮太 高崎商（群馬） 前衛
知名　恒輝 都城商（宮崎） 前衛
濱島　怜奈 広島修道大ひろしま協創（広島）後衛
寺澤佑珠妃 京都光華（京都） 後衛
髙嶺　心萌 八重山（沖縄） 前衛

チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
日
本
一
の
実
現

〜
C
o
o
r
d
i
n
a
t
e

W
i
t
h
T
h
e
T
e
a
m
〜
」

院 友 会 報新院友歓迎号 令和４年３月20日（日）　No.380 2

青 木 一 男

川福　　基之

川福　　基之林田　孝和

青 木 一 男

國　清　英　明
校　　長　國　清　英　明
　　　　　教　職　員　一　同

〒168-0082　東京都杉並区久我山1丁目9番1号
電　話　03-3334-1151（代）

祝・ご卒業
第130期のみなさんへ

陸上競技部　新入生一覧
氏名 出身校

青木　瑠郁 健大高崎 (群馬 )
植木　来時 國學院久我山 (東京 )
上原　琉翔 北山 (沖縄 )
大呂　青葉 八頭 (鳥取 )
嘉数　純平 北山 (沖縄 )
鎌田　匠馬 東海大山形 (山形 )
上村倫太朗 小林 (宮崎 )
小松　恵達 西武台千葉 (千葉 )
高山　豪起 高川学園 (山口 )
田中　登馬 豊川 (愛知 )
中野   　匠 東農大二 (群馬 )
中薮　太智 自由ヶ丘 (福岡 )
松村　隆希 埼玉栄 (埼玉 )
森田　隼也 智辯カレッジ (奈良 )
吉浦   　悠 松浦 ( 長崎 )
陸   　太陽 宇部鴻城 (山口 )
渡辺　峻平 大阪 (大阪 )



〈
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度
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費

〉
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岩
手
県
支
部
経
由

六
千
円

7676　

舘　
　

満
弘

　

舘　
　

満
弘

三
千
円

推　

田
村　

昌
義

推　

田
村　

昌
義

6161　

高
橋　

弘
平

　

高
橋　

弘
平

6666　

及
川
惠
美
子

　

及
川
惠
美
子

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

6868　

佐
藤　

怡
當

　

佐
藤　

怡
當

6969　

三
浦　

律
子

三
浦　

律
子

7070　

斎
藤　

久
志

　

斎
藤　

久
志

7070　

高
橋　

龍
夫

　

高
橋　

龍
夫

7070　

村
上　

康
昭

　

村
上　

康
昭

7373　

佐
藤
紘
一
郎

　

佐
藤
紘
一
郎

7373　

瀬
尾　

正
秋

　

瀬
尾　

正
秋

7373　

関　
　

俊
子

　

関　
　

俊
子

7373　

千
葉　

悟
郎

　

千
葉　

悟
郎

7474　

佐
藤　

修
蔵

　

佐
藤　

修
蔵

7474　

鈴
木　

惠
治

　

鈴
木　

惠
治

7575　

榊　
　
　

廣

榊　
　
　

廣

7575　

中
沢　

義
昭

　

中
沢　

義
昭

7676　

内
田　

正
好

　

内
田　

正
好

7676　

鈴
木
千
佳
子

　

鈴
木
千
佳
子

7777　

大
原　

皓
二

　

大
原　

皓
二

7777　

佐
藤　

春
元

　

佐
藤　

春
元

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7979　

菅
野　
　

初

　

菅
野　
　

初

8080　

中
野　

敬
視

　

中
野　

敬
視

8080　

藤
井
み
ゆ
き

　

藤
井
み
ゆ
き

8181　

伊
藤　
　

勝

伊
藤　
　

勝

8181　

大
鹿
糠
文
行

　

大
鹿
糠
文
行

8282　

千
田　

邦
子

　

千
田　

邦
子

8282　

藤
原　

正
義

　

藤
原　

正
義

8484　

熊
谷　

常
正

　

熊
谷　

常
正

8585　

菊
池　
　

晃

　

菊
池　
　

晃

8585　

実
川　

敦
子

　

実
川　

敦
子

8686　

戸
田　
　

昇

　

戸
田　
　

昇

8686　

藤
田　

典
子

　

藤
田　

典
子

8787　
小
野
寺
規
久
雄

小
野
寺
規
久
雄

8787　

千
葉　
　

進

　

千
葉　
　

進

8888　

稲
田　

典
之

　

稲
田　

典
之

8888　

清
水　

貞
美

　

清
水　

貞
美

8989　

杣　
　

直
晃

　

杣　
　

直
晃

8989　

松
原　

洋
子

　

松
原　

洋
子

9090　

小
島　

正
明

　

小
島　

正
明

9090　

新
里　

明
彦

　

新
里　

明
彦

9494　

斉
藤　
　

敬

　

斉
藤　
　

敬

9696　

後
藤　
　

康

　

後
藤　
　

康

9696　

関
根　

正
道

　

関
根　

正
道

9797　

松
本　

博
明

　

松
本　

博
明

100100　

嶋　
　
　

隆

　

嶋　
　
　

隆

100100　

菅
原　

光
聴

　

菅
原　

光
聴

102102　

亀
井　

琢
人

　

亀
井　

琢
人

104104　

平
賀　

裕
貴

　

平
賀　

裕
貴

105105　

高
橋　

伸
二

　

高
橋　

伸
二

110110　

弥
生

　

弥
生

　
　
　
　
W
i
l
l
iams

111111　

日
下
部　

慶

　

日
下
部　

慶

122122　

阿
部　

敏
宗

　

阿
部　

敏
宗

茨
城
県
支
部
経
由

三
千
円

6464　

植
木　

正
明

　

植
木　

正
明

6767　

二
平　
　

武

　

二
平　
　

武

6969　

海
野　
　

修

　

海
野　
　

修

6969　

遠
藤　

昌
夫

　

遠
藤　

昌
夫

7070　

浅
田　
　

順

　

浅
田　
　

順

7070　

松
本　

秀
勝

　

松
本　

秀
勝

7272　

鈴
木　

健
二

　

鈴
木　

健
二

7676　

中
根　

重
喜

　

中
根　

重
喜

8181　

鶴
田　
　

隆

　

鶴
田　
　

隆

8181　

橋
本　

良
正

　

橋
本　

良
正

8484　

沼
尻　

悦
子

　

沼
尻　

悦
子

8484　

萩
原
正
比
古

　

萩
原
正
比
古

8484　

松
本　

知
隆

　

松
本　

知
隆

9191　

杉
田
美
智
子

　

杉
田
美
智
子

100100　

木
村　

敦
子

　

木
村　

敦
子

100100　

薗
部　

明
子

　

薗
部　

明
子

108108　

森
平
ゆ
う
子

　

森
平
ゆ
う
子

129129　

勝
田　

啓
史

　

勝
田　

啓
史

埼
玉
県
北
支
部
経
由

三
千
円

6969　

井
上　

隆
雄

　

井
上　

隆
雄

7171　

井
上　

善
子

　

井
上　

善
子

7373　

菅
谷　

浩
之

　

菅
谷　

浩
之

8888　

根
岸　

洋
之

　

根
岸　

洋
之

9090　

根
岸　

和
美

　

根
岸　

和
美

9292　

宮
崎　

博
之

　

宮
崎　

博
之

新
潟
県
支
部
経
由

三
千
円

6565　

甘
粕　

静
枝

　

甘
粕　

静
枝

7373　

岩
野　

笙
子

　

岩
野　

笙
子

7373　

湯
浅　

輝
子

　

湯
浅　

輝
子

8383　

志
田　

喜
廣

　

志
田　

喜
廣

8383　

横
山　

千
雪

　

横
山　

千
雪

8989　

栗
田　

宗
明

　

栗
田　

宗
明

107107　

青
山　

洋
一

　

青
山　

洋
一

静
岡
県
東
部
支
部
経
由

四
千
円

6969　

佐
藤
作
太
郎

　

佐
藤
作
太
郎

三
千
円

6565　

清
水　

和
美

　

清
水　

和
美

6565　

水
口　
　

巧

　

水
口　
　

巧

6868　

井
上
眞
三
郎

　

井
上
眞
三
郎

6868　

桑
原　

正
章

　

桑
原　

正
章

6868　

近
藤　
　

基

　

近
藤　
　

基

7171　

山
平　

公
一

　

山
平　

公
一

7272　

岡
部　

敬
武

　

岡
部　

敬
武

7272　

勝
又　

長
見

　

勝
又　

長
見

7474　

土
屋　
　

平

　

土
屋　
　

平

7474　

中
島　

孝
之

　

中
島　

孝
之

7474　

米
倉　

和
子

　

米
倉　

和
子

7676　

小
嶋　

隆
雄

　

小
嶋　

隆
雄

7676　

田
村
加
代
子

　

田
村
加
代
子

7777　

桜
井　

豊
彦

　

桜
井　

豊
彦

7777　

森
脇　

泰
子

　

森
脇　

泰
子

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

大
宮
弥
宗
司

　

大
宮
弥
宗
司

7878　

明
城　

正
子

　

明
城　

正
子

7979　

藤
井　

良
一

　

藤
井　

良
一

7979　

牧
野　

節
和

　

牧
野　

節
和

7979　

森
田　

律
子

　

森
田　

律
子

8181　

福
木　

洋
一

　

福
木　

洋
一

8282　

大
川　
　

公

　

大
川　
　

公

8282　

大
貫　

克
己

　

大
貫　

克
己

8383　

大
庭　

敏
彦

　

大
庭　

敏
彦

8383　

渡
邉　

博
明

　

渡
邉　

博
明

8484　

内
海　
　

守

　

内
海　
　

守

8484　

川
口　

孝
博

　

川
口　

孝
博

8484　

田
村　

廣
光

　

田
村　

廣
光

8484　

松
田　

繁
幸

　

松
田　

繁
幸

8484　

山
本　

良
一

　

山
本　

良
一

8585　

秋
津　
　

温

　

秋
津　
　

温

8585　

岡
田　
　

修

　

岡
田　
　

修

8585　

勝
又　

荘
吾

　

勝
又　

荘
吾

8585　

眞
田　

治
隆

　

眞
田　

治
隆

8585　

原　
　

嘉
孝

　

原　
　

嘉
孝

8585　

宮
本　

邦
彦

　

宮
本　

邦
彦

8787　

阿
部　

克
彦

　

阿
部　

克
彦

8787　

土
佐
谷　

惇

　

土
佐
谷　

惇

8787　

土
佐
谷
秀
子

　

土
佐
谷
秀
子

8787　

野
村　

芳
照

　

野
村　

芳
照

8888　

遠
藤　

秀
和

　

遠
藤　

秀
和

8989　

石
井　

昌
明

　

石
井　

昌
明

9090　

植
松　

英
生

　

植
松　

英
生

9292　

植
松　

秀
充

　

植
松　

秀
充

9393　

小
林　

佳
伸

　

小
林　

佳
伸

9494　

石
田　

金
也

　

石
田　

金
也

9494　

土
佐
谷　

諭

　

土
佐
谷　

諭

9595　

奥
村　

徹
也

　

奥
村　

徹
也

9595　

前
田　

恵
美

　

前
田　

恵
美

9696　

佐
藤　

哲
洋

　

佐
藤　

哲
洋

9696　

杉
山　

千
文

　

杉
山　

千
文

9898　

木
部　

千
春

　

木
部　

千
春

9898　

鈴
木　

卓
也

　

鈴
木　

卓
也

9898　

沈　
　

久
美

　

沈　
　

久
美

9999　

伊
藤　

政
嗣

　

伊
藤　

政
嗣

100100　

畑
中　

稔
也

　

畑
中　

稔
也

101101　

眞
野　

和
人

　

眞
野　

和
人

102102　

矢
田
部
盛
男

　

矢
田
部
盛
男

103103　

赤
松　

泰
子

　

赤
松　

泰
子

103103　

望
月　

千
江

　

望
月　

千
江

104104　

野
畑　

英
彦

　

野
畑　

英
彦

105105　

上
岡
谷　

朗

　

上
岡
谷　

朗

107107　

渡
邉　

龍
一

　

渡
邉　

龍
一

109109　

白
岩　

正
次

　

白
岩　

正
次

111111　

戸
塚　

義
浩

　

戸
塚　

義
浩

111111　

松
浦　

優
子

　

松
浦　

優
子

113113　

土
佐
谷　

允

　

土
佐
谷　

允

114114　

下
野　

瑞
穂

　

下
野　

瑞
穂

114114　

鈴
木　

成
年

　

鈴
木　

成
年

115115　

岩
田　
　

繁

　

岩
田　
　

繁

116116　

櫻
井　

紀
彦

　

櫻
井　

紀
彦

116116　

高
木　

大
介

　

高
木　

大
介

116116　

原　
　

崇
洋

　

原　
　

崇
洋

117117　

池
田　

幸
司

　

池
田　

幸
司

119119　

武
宮　

和
宏

　

武
宮　

和
宏

119119　

細
江　

貴
裕

　

細
江　

貴
裕

120120　

井
出　

貴
文

　

井
出　

貴
文

121121　

山
下　

弘
道

　

山
下　

弘
道

122122　

櫻
井　

洸
彦

　

櫻
井　

洸
彦

123123　

山
縣　

直
胤

　

山
縣　

直
胤

124124　

五
明　

健
浩

　

五
明　

健
浩

127127　

高
松　

慎
至

　

高
松　

慎
至

127127　

野
村　

承
偉

　

野
村　

承
偉

127127　

平
林　

大
和

　

平
林　

大
和

127127　

升
山　

顕
耀

　

升
山　

顕
耀

128128　

関
野　

愛
依

　

関
野　

愛
依

128128　

野
口　

敏
隆

　

野
口　

敏
隆

128128　

山
城　

翔
大

　

山
城　

翔
大

129129　

河
野　

忠
由

　

河
野　

忠
由

129129　

菱
沼　

拓
己

　

菱
沼　

拓
己

静
岡
県
中
部
支
部
経
由

三
千
円

6363　

高
槻　

徹
次

　

高
槻　

徹
次

6868　

樫
下　
　

亘

　

樫
下　
　

亘

7171　

内
山　

信
春

　

内
山　

信
春

7171　

内
海　

泰
彦

　

内
海　

泰
彦

7272　

濱
岡　

弘
一

　

濱
岡　

弘
一

7575　

榊
原　

賢
司

　

榊
原　

賢
司

7575　

満
間　

征
夫

　

満
間　

征
夫

7676　

青
島　

勝
昭

　

青
島　

勝
昭

7676　

落
合　

偉
洲

　

落
合　

偉
洲

7878　

瀧
本　

正
道

　

瀧
本　

正
道

7979　

多
田　
　

計

　

多
田　
　

計

7979　

松
下　

正
之

　

松
下　

正
之

8080　

天
野　
　

忍

　

天
野　
　

忍

8080　

水
嶋　

八
束

　

水
嶋　

八
束

8383　

桜
井　
　

仁

　

桜
井　
　

仁

8484　

有
馬　

松
司

　

有
馬　

松
司

8484　

藤
本　

雅
通

　

藤
本　

雅
通

8585　

繁
原　

幸
子

　

繁
原　

幸
子

8686　

永
田　

昌
志

　

永
田　

昌
志

8787　

青
嶋
甲
子
雄

　

青
嶋
甲
子
雄

8888　

河
原
﨑　

全

　

河
原
﨑　

全

8888　

苦
竹　

泰
秀

　

苦
竹　

泰
秀

8888　

姫
岡　

恭
彦

　

姫
岡　

恭
彦

8989　

仁
科　

泰
彦

　

仁
科　

泰
彦

9090　

芦
原　

久
雄

　

芦
原　

久
雄

9090　

鈴
木　

道
子

　

鈴
木　

道
子

9090　

滝
浪　
　

泰

　

滝
浪　
　

泰

9292　

村
瀬　

隆
彦

　

村
瀬　

隆
彦

9393　

八
木　

良
弘

　

八
木　

良
弘

9494　

伊
藤　

裕
司

　

伊
藤　

裕
司

9494　

鈴
木　

啓
央

　

鈴
木　

啓
央

9595　

寺
尾　

祐
一

　

寺
尾　

祐
一

9797　

中
川　

律
子

　

中
川　

律
子

9898　

鈴
木　

文
彦

　

鈴
木　

文
彦

9898　

高
橋　

一
之

　

高
橋　

一
之

9999　

小
杉　

明
史

　

小
杉　

明
史

103103　

大
沢　

哲
也

　

大
沢　

哲
也

103103　

保
坂　

仁
司

　

保
坂　

仁
司

105105　

落
合　

瑞
生

　

落
合　

瑞
生

108108　

藤
本　
　

大

　

藤
本　
　

大

109109　

齋
藤　
　

曜

　

齋
藤　
　

曜

109109　

長
橋　

正
樹

　

長
橋　

正
樹

116116　

大
石　

沙
織

　

大
石　

沙
織

116116　

松
下　

国
正

　

松
下　

国
正

117117　

宮
城
島
由
貴

　

宮
城
島
由
貴

118118　

海
野　

貴
嗣

　

海
野　

貴
嗣

119119　

藤
野　

高
宏

　

藤
野　

高
宏

120120　

森　

千
早
都

　

森　

千
早
都

121121　

伊
藤　

貴
彦

　

伊
藤　

貴
彦

121121　

荻
野　

晃
輔

　

荻
野　

晃
輔

122122　

苦
竹　

紗
代

　

苦
竹　

紗
代

127127　

苦
竹
ま
ど
か

　

苦
竹
ま
ど
か

128128　

丸
尾　

良
樹

　

丸
尾　

良
樹

◆　◆　

◆

本
部
直
納
分

六
千
円

100100　

遠
藤　
　

隆

　

遠
藤　
　

隆

三
千
円

5757　

亀
井
恵
美
子

　

亀
井
恵
美
子

6666　

清
雲　

俊
元

　

清
雲　

俊
元

6666　

小
島　

瓔
禮

　

小
島　

瓔
禮

6666　

宮
田　

義
丸

　

宮
田　

義
丸

6767　

新
見　

隆
司

　

新
見　

隆
司

6767　

伊
藤　

善
啓

　

伊
藤　

善
啓

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

坂
井　

定
栄

　

坂
井　

定
栄

6868　

加
賀
谷
俊
雄

　

加
賀
谷
俊
雄

6868　

佐
藤　

千
廣

　

佐
藤　

千
廣

6868　

橋
本　

和
彦

　

橋
本　

和
彦

6969　

青
木　

義
興

　

青
木　

義
興

6969　

多
久　

鉄
也

　

多
久　

鉄
也

7070　

小
野
寺
恒
夫

　

小
野
寺
恒
夫

7070　

楫　
　
　

真

　

楫　
　
　

真

7070　

小
林
あ
け
み

　

小
林
あ
け
み

7171　

篠
塚　

孝
之

　

篠
塚　

孝
之

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7272　

跡
部　

忠
久

　

跡
部　

忠
久

7272　

見
村　

文
彬

　

見
村　

文
彬

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

植
田　

邦
靖

　

植
田　

邦
靖

7373　

小
口　

佳
祐

　

小
口　

佳
祐

7373　

武
内　

紀
之

　

武
内　

紀
之

7373　

田
中　

英
行

　

田
中　

英
行

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7474　

上
村　

好
生

　

上
村　

好
生

7474　

小
野
沢
忠
男

　

小
野
沢
忠
男

7474　

吉
楽
勝
太
郎

　

吉
楽
勝
太
郎

7474　

坂
口　

　

坂
口　

𠮷
一

7474　

辻
畑　
　

弘

　

辻
畑　
　

弘

7474　

盛
田　

尚
克

　

盛
田　

尚
克

7575　

相
田　

浩
子

　

相
田　

浩
子

7575　

上
田　

京
子

　

上
田　

京
子

7575　

塚
本　

尚
史

　

塚
本　

尚
史

7575　

長
尾　

和
彦

　

長
尾　

和
彦

7575　

仲
野　

明
子

　

仲
野　

明
子

7575　

林　
　

延
雄

　

林　
　

延
雄

7575　

矢
野　

俊
章

　

矢
野　

俊
章

7676　

片
方　

瑞
夫

　

片
方　

瑞
夫

7676　

権
田　

正
明

　

権
田　

正
明

7777　

石
山　

克
之

　

石
山　

克
之

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7878　

太
田　

康
子

　

太
田　

康
子

7878　

田
中　

和
子

　

田
中　

和
子

7878　

外
山　

範
茂

　

外
山　

範
茂

7979　

岡
野　

哲
郎

　

岡
野　

哲
郎

7979　

町
山　
　

徹

　

町
山　
　

徹

8080　

峰
尾　

義
信

　

峰
尾　

義
信

8080　

幸
田　

博
人

　

幸
田　

博
人

8181　

澤
口　

達
也

　

澤
口　

達
也

8181　

武
田　

一
成

　

武
田　

一
成

8181　

西
塚　

克
明

　

西
塚　

克
明

8282　

高
崎　

恒
晴

　

高
崎　

恒
晴

8282　

吉
田　

愼
一

　

吉
田　

愼
一

8383　

島
野　

博
行

　

島
野　

博
行

8383　

野
上　

尊
博

　

野
上　

尊
博

8484　

佐
伯　

栄
和

　

佐
伯　

栄
和

8686　

早
川　

政
弘

　

早
川　

政
弘

8787　

石
橋　
　

裕

　

石
橋　
　

裕

8787　

篠
原　

則
男

　

篠
原　

則
男

8787　

横
山　

博
之

　

横
山　

博
之

8888　

鈴
木　

康
之

　

鈴
木　

康
之

8989　

新
井　
　

彰

　

新
井　
　

彰

8989　

石
井
あ
ゆ
み

　

石
井
あ
ゆ
み

8989　

佐
藤　

久
雄

　

佐
藤　

久
雄

8989　

平
川　

信
一

　

平
川　

信
一

9090　

田
所　

和
子

　

田
所　

和
子

9090　

和
田　

聖
明

　

和
田　

聖
明

9191　

伊
藤　

達
欧

　

伊
藤　

達
欧

9191　

鎌
野　

千
晴

　

鎌
野　

千
晴

9292　

荒
井　

秀
敏

　

荒
井　

秀
敏

9292　

豊
島　
　

真

　

豊
島　
　

真

9393　

廣
田　

篤
樹

　

廣
田　

篤
樹

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9595　

藤
野　

久
信

　

藤
野　

久
信

9595　

眞
鍋　

豊
孝

　

眞
鍋　

豊
孝

9696　

川
津　

千
子

　

川
津　

千
子

9797　

篠
山　

裕
之

　

篠
山　

裕
之

9797　

山
田　

敏
行

　

山
田　

敏
行

9898　

宇
貫　

文
昭

　

宇
貫　

文
昭

9898　

鈴
木　

文
彦

　

鈴
木　

文
彦

100100　

荒
川　

和
昭

　

荒
川　

和
昭

100100　

内
田
め
ぐ
み

　

内
田
め
ぐ
み

100100　

根
岸　

毅
宏

　

根
岸　

毅
宏

102102　

仲
屋　
　

淳

　

仲
屋　
　

淳

103103　

綾
香　

寛
行

　

綾
香　

寛
行

103103　

吉
成　

真
理

　

吉
成　

真
理

104104　

高
坂
あ
ゆ
み

　

高
坂
あ
ゆ
み

104104　

廣
鰭　

伸
行

　

廣
鰭　

伸
行

104104　

藤
岡　

憲
治

　

藤
岡　

憲
治

107107　

麻
場
啓
一
郎

　

麻
場
啓
一
郎

107107　

松
村　

文
彦

　

松
村　

文
彦

108108　

鎌
田　

耕
作

　

鎌
田　

耕
作

109109　

中
村　

令
子

　

中
村　

令
子

110110　

鴨
下　

明
子

　

鴨
下　

明
子

111111　

高
橋　

健
一

　

高
橋　

健
一

112112　

近
藤　

行
成

　

近
藤　

行
成

113113　

髙
野　

龍
靖

　

髙
野　

龍
靖

114114　

浅
野　

立
也

　

浅
野　

立
也

十
万
円

　
　

神
宮
院
友
会

　
　

神
宮
院
友
会

三
万
円

8787　

幸
野　

珍
廣

　

幸
野　

珍
廣

二
万
円

6767　

林　
　

和
生

　

林　
　

和
生

7474　

坂
口　

　

坂
口　

𠮷
一

一
万
円

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6767　

高
橋　

里
男

　

高
橋　

里
男

6969　

梶
田　

計
嘉

　

梶
田　

計
嘉

7070　

小
山　

東
夫

　

小
山　

東
夫

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7272　

杉
本　

光
祥

　

杉
本　

光
祥

7373　

阿
保　

清
忠

　

阿
保　

清
忠

7373　

浜
田　

玲
子

　

浜
田　

玲
子

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

7575　

仲
野　

明
子

　

仲
野　

明
子

7676　

新
田　

弘
子

　

新
田　

弘
子

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

鱒
沢　

克
美

　

鱒
沢　

克
美

7979　

岡
野　

哲
郎

　

岡
野　

哲
郎

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

8080　

山
本
佳
代
子

　

山
本
佳
代
子

8181　

新
倉　

恵
子

　

新
倉　

恵
子

8282　

荒
木
田
泰
宗

　

荒
木
田
泰
宗

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8383　

横
山　
　

隆

　

横
山　
　

隆

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9191　

東
海
林
孝
一

　

東
海
林
孝
一

9393　

福
室　

義
昭

　

福
室　

義
昭

9696　

大
西　

直
明

　

大
西　

直
明

9898　

伊
東　
　

久

　

伊
東　
　

久

9999　

大
牟
田
兼
一

　

大
牟
田
兼
一

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

101101　

木
野
富
士
男

　

木
野
富
士
男

103103　

齋
藤　

吉
睦

　

齋
藤　

吉
睦

112112　

近
藤　

行
成

　

近
藤　

行
成

114114　

浅
野　

立
也

　

浅
野　

立
也

118118　

小
山　

文
恵

　

小
山　

文
恵

120120　

青
木　

澄
人

　

青
木　

澄
人

120120　

横
山　

喜
好

　

横
山　

喜
好

五
千
円

推　

田
村　

昌
義

推　

田
村　

昌
義

8383　

馬
場
美
代
子

　

馬
場
美
代
子

8484　

熊
谷　

常
正

　

熊
谷　

常
正

9696　

関
根　

正
道

　

関
根　

正
道

102102　

森
田　

玲
泉

　

森
田　

玲
泉

三
千
円

7373　

中
田　

文
子

　

中
田　

文
子

107107　

猪
俣　

健
一

　

猪
俣　

健
一

千
百
六
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

千
円

8484　

萩
原
正
比
古

　

萩
原
正
比
古

9898　

豊
嶋　

史
之

　

豊
嶋　

史
之

五
百
円

7777　

佐
藤　

春
元

　

佐
藤　

春
元

茨
城
県
支
部
経
由

二
万
円

7777　

中
嶋　

央
子

　

中
嶋　

央
子

8989　

鈴
木　

健
一

　

鈴
木　

健
一

9595　

石
川　
　

功

　

石
川　
　

功

102102　

冨
田　

勝
治

　

冨
田　

勝
治

110110　

倉
田　

嘉
英

　

倉
田　

嘉
英

116116　

赤
須　

通
昭

　

赤
須　

通
昭

◆　◆　

◆

本
部
直
納
分

二
万
円

7575　

杉
野　

幸
徳

　

杉
野　

幸
徳

7676　

橋
本　

英
雄

　

橋
本　

英
雄

7777　

望
月　

総
子

　

望
月　

総
子

7979　

沢
藤　

悦
子

　

沢
藤　

悦
子

8080　

間
中　

宣
夫

　

間
中　

宣
夫

8181　

新
倉　

恵
子

　

新
倉　

恵
子

8282　

永
井　

聖
子

　

永
井　

聖
子

8282　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8282　

山
本　

美
子

　

山
本　

美
子

8484　

阿
部　
　

正

　

阿
部　
　

正

8585　

淺
賀　

良
一

　

淺
賀　

良
一

8686　

斎
藤　

秀
良

　

斎
藤　

秀
良

8787　

幸
野　

珍
廣

　

幸
野　

珍
廣

8989　

臼
井
栄
美
子

　

臼
井
栄
美
子

8989　

内
田　

裕
章

　

内
田　

裕
章

9090　

高
田　

政
彦

　

高
田　

政
彦

9393　

萩
原　

郁
子

　

萩
原　

郁
子

9494　

佐
藤　

涼
子

　

佐
藤　

涼
子

9494　

柳
川　

誠
二

　

柳
川　

誠
二

9797　

米
来　

廣
晃

　

米
来　

廣
晃

9999　

大
牟
田
兼
一

　

大
牟
田
兼
一

101101　

木
野
富
士
男

　

木
野
富
士
男

101101　

渡
辺　

康
博

　

渡
辺　

康
博

108108　

横
山　

善
之

　

横
山　

善
之

109109　

中
根　

重
義

　

中
根　

重
義

109109　

三
浦　
　

智

　

三
浦　
　

智

113113　

朴　
　

哲
浩

　

朴　
　

哲
浩

二
万
円

9090　

中
里　

陽
一

　

中
里　

陽
一

一
万
円

8181　

坂
本
眞
佐
人

　

坂
本
眞
佐
人

十
万
円

7070　

木
村　

知
躬

　

木
村　

知
躬

五
万
円

112112　

勝
又　
　

啓

　

勝
又　
　

啓

三
万
円

7575　

杉
野　

幸
徳

　

杉
野　

幸
徳

126126　

戸
川　

も
も

　

戸
川　

も
も

二
万
五
千
円

9898　

前
谷　

澄
人

　

前
谷　

澄
人

二
万
円

　
　

徳
島
県
支
部

　
　

徳
島
県
支
部

6767　

飯
田　

三
郎

　

飯
田　

三
郎

6767　

横
山　

健
一

　

横
山　

健
一

7171　

米
山　

安
一

　

米
山　

安
一

7575　

巫
部
倭
文
彦

巫
部
倭
文
彦

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8282　

小
林　

博
行

　

小
林　

博
行

8383　

小
野　

祝
平

　

小
野　

祝
平

9090　

深
野　

明
宏

　

深
野　

明
宏

9595　

倉
持
富
士
勇

　

倉
持
富
士
勇

一
万
五
千
円

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

一
万
円

5858　

三
界
あ
ゆ
ち

　

三
界
あ
ゆ
ち

6060　

中
田　

匡
直

　

中
田　

匡
直

6666　

松
田　

隆
之

　

松
田　

隆
之

6767　

浅
賀　

敏
男

浅
賀　

敏
男

6767　

今
井　
　

亮

　

今
井　
　

亮

6868　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7070　

小
山　

東
夫

　

小
山　

東
夫

7070　

友
枝　

昭
世

　

友
枝　

昭
世

7171　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7373　
佐
々
木
美
南
子

佐
々
木
美
南
子

7373　

澤
登　

洋
文

　

澤
登　

洋
文

7373　

末
岡　

煕
章

　

末
岡　

煕
章

7373　

松
宮　

兼
房

松
宮　

兼
房

7474　

小
板　

政
男

　

小
板　

政
男

7474　

松
元　

邦
夫

　

松
元　

邦
夫

7575　

高
松　

克
征

　

高
松　

克
征

7575　

仲
野　

明
子

　

仲
野　

明
子

7676　

一
柳　
　

勇

　

一
柳　
　

勇

7676　

長
谷
川
劉
二

　

長
谷
川
劉
二

7777　

梅
山　

紘
子

　

梅
山　

紘
子

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7878　

山
西　

啓
司

　

山
西　

啓
司

7979　

佐
々
木　

章

佐
々
木　

章

7979　

間
山　

良
子

　

間
山　

良
子

8080　

幸
田　

博
人

　

幸
田　

博
人

8181　

酒
巻　

忠
重

　

酒
巻　

忠
重

8181　

谷
崎　

正
史

　

谷
崎　

正
史

8181　

寺
田　
　

章

　

寺
田　
　

章

8282　

安
藤　

秀
人

　

安
藤　

秀
人

8484　

伊
藤　

正
夫

　

伊
藤　

正
夫

8484　

森　
　

敏
明

　

森　
　

敏
明

8585　

池
畑　

眞
弓

　

池
畑　

眞
弓

8585　

西
澤　
　

章

西
澤　
　

章

8585　

平
野
佐
太
郎

　

平
野
佐
太
郎

8686　

斎
藤　

秀
良

　

斎
藤　

秀
良

8787　

丹
治　

正
博

　

丹
治　

正
博

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

8989　

小
泉　

広
幸

　

小
泉　

広
幸

9090　

井
上　

容
枝

　

井
上　

容
枝

9090　

菊
池　

健
治

　

菊
池　

健
治

9090　

金
剛
丸
静
子

　

金
剛
丸
静
子

9292　

塚
原　

裕
子

塚
原　

裕
子

9292　

西
川　

充
彦

　

西
川　

充
彦

9393　

小
室　

茂
雄

　

小
室　

茂
雄

9393　

南
部　

洋
一

　

南
部　

洋
一

9393　

萩
原　

郁
子

　

萩
原　

郁
子

9393　

早
川　

正
義

　

早
川　

正
義

9494　

川
津　

浩
一

　

川
津　

浩
一

9696　

大
西　

直
明

　

大
西　

直
明

9797　

石
井　

啓
隆

　

石
井　

啓
隆

9898　

高
橋　

礼
子

　

高
橋　

礼
子

9999　

中
島　

昌
秋

中
島　

昌
秋

103103　

蒲
田　

直
樹

　

蒲
田　

直
樹

112112　

中
村　

博
行

　

中
村　

博
行

113113　

瀨
戸
川
睦
人

　

瀨
戸
川
睦
人

119119　

松
原　
　

元

　

松
原　
　

元

121121　

長
谷
川
拓
也

　

長
谷
川
拓
也

125125　

井
上　

伸
大

　

井
上　

伸
大

125125　

宮
澤　

有
佳

　

宮
澤　

有
佳

127127　

稲
葉　

正
之

　

稲
葉　

正
之

八
千
円

7373　

岡
本　
　

紘

　

岡
本　
　

紘

七
千
円

8080　

峰
尾　

義
信

峰
尾　

義
信

112112　

近
藤　

行
成

　

近
藤　

行
成

五
千
円

5353　

雲
丹
亀
五
郎

　

雲
丹
亀
五
郎

6666　

中
澤　
　

弘

　

中
澤　
　

弘

6767　

河
崎　

恭
典

　

河
崎　

恭
典

6868　

白
井　

賢
一

　

白
井　

賢
一

6868　

堀
内　

栄
一

　

堀
内　

栄
一

6969　

石
井　

紀
之

　

石
井　

紀
之

6969　

南
里　

昌
宏

　

南
里　

昌
宏

7070　

児
玉　
　

　

児
玉　
　

7272　

市
川　

敏
則

　

市
川　

敏
則

7272　

鳥
海　

哲
郎

　

鳥
海　

哲
郎

7272　

見
村　

文
彬

　

見
村　

文
彬

7373　

田
中　

英
行

　

田
中　

英
行

7373　

細
川　
　

孝

　

細
川　
　

孝

7474　

安
達　

郁
郎

　

安
達　

郁
郎

7474　

佐
藤　

寿
雄

　

佐
藤　

寿
雄

7474　

千
家　

活
彦

　

千
家　

活
彦

7474　

柳
田　

直
継

　

柳
田　

直
継

7474　

横
田
地
克
成

　

横
田
地
克
成

7575　

有
賀　

幸
男

有
賀　

幸
男

7575　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

7676　

白
神
美
佐
子

　

白
神
美
佐
子

7777　

西
野　
　

茂

　

西
野　
　

茂

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

高
橋　

幸
夫

　

高
橋　

幸
夫

7878　

四
柳　

一
麿

　

四
柳　

一
麿

7979　

安
部
孝
次
郎

　

安
部
孝
次
郎

7979　

石
垣　

正
彰

　

石
垣　

正
彰

7979　

上
甲　

一
則

　

上
甲　

一
則

7979　

町
山　
　

徹

町
山　
　

徹

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

渡
辺　

秀
雄

　

渡
辺　

秀
雄

8080　

沖
田
み
な
子

　

沖
田
み
な
子

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8080　

神
保　

和
憲

　

神
保　

和
憲

8080　

橋
本　

幸
典

　

橋
本　

幸
典

8181　

鈴
木　

惠
子

　

鈴
木　

惠
子

8181　

橋
本　

良
正

　

橋
本　

良
正

8181　

村
瀬　

昇
一

　

村
瀬　

昇
一

8282　

岩
田　

政
明

岩
田　

政
明

8282　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8383　

馬
場
美
代
子

　

馬
場
美
代
子

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8484　

水
谷　
　

正
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「会費について」

皆さまからお納めいただく『会費』・『寄付金』により、本会は事業を
行っております。ご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　本会の会費制度についてご説明いたし
ます。（ホームページ【URL https://
www.kokugakuin.or.jp】の『会費・
寄付金のお願い』の欄でも説明していま
す。併せてご覧ください）
　本会の会費は『年度会費』と『十年会
費』の２種類です。
　　①年度会費… 年度ごとに会費3,000

円を納入
　　②十年会費… 年度会費の10年分を

一括で納入、金額は
20,000円です

　本会の財政安定化を図るため、平成８
年の理事会において寄付行為を変更し、
従来の「終身会費」制を廃止しました。
院友会員数の増加及び社会情勢を踏まえ
てのことです。
　何とぞご理解、ご協力をいただきます
ようお願い申し上げます。
　既に「終身会費」として納入された方
には、納入から10年を経過した時よ
り、会報送付時に依頼状（会費納入ご協

力のお願い）を同封させていただいてお
ります。
99期以降に学部をご卒業の方には、

卒業時に代理徴収（終身会費または十年
会費）させていただいております。
　令和４年度分の会費については、今か
ら10年前の120期にご卒業をされた
方、またはそれ以前のご卒業の方で会費
未納の方には、『ご協力をお願いいたし
ます』（白色）が同封されます。同封の
依頼状が『維持寄付金、学術・スポーツ
振興資金をお願いいたします』（水色）
から『ご協力をお願いいたします』に変
わった時が、『十年会費』の有効期限の
終了時となります。
　上記の会費の他に、寄付金制度がござ
います。『維持寄付金』と『学術・スポーツ
振興資金』の2種類です。こちらのほうに
もご協力をお願いいたします。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に
同封いたします。是非みなさま方のご協力
をたまわりますようお願い申し上げます。

■ 会費等入金累計表 ■
Ｒ3・4/1～9/30 R3・10/1～R４・1/31 合計

金額（円） 口数（件） 金額（円） 口数（件） 金額（円） 口数（件）

年 度 会 費 3,327,000 1,111 1,003,000 335 4,330,000 1,446 

十 年 会 費 2,880,000 144 660,000 33 3,540,000 177 

維 持 寄 付 金 3,051,580 292 544,660 49 3,596,240 341 

学術・スポーツ振興資金 2,458,000 307 1,591,000 192 4,049,000 499 

基本財産寄付金 3,000 1 30,000 2 33,000 3
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権 宮 司　　網 谷 道 弘
権 宮 司　　江馬 潤一郎
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國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：神山・岡村）TEL：03-5466-0115
Email：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞ 

國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いた
だける協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗につ
いては大学HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させて
いただきます。　※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」HP
QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」
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宮　　司　宮　　司　舟　橋　雅　美
名誉宮司　名誉宮司　中　村　　　陽

小 松 揮 世 久
亀 田 幸 弘

〒699-0701　島根県出雲市大社町杵築東195
 電 話 0853-53-3100
 FAX 0853-53-2515

宮　　　　司

宮　司　宮　野　直　生
権宮司　阿　部　良　一

宮　司　宮　司　寺　内　義　與

名誉宮司　名誉宮司　吉　田　源　彦
宮　　司　宮　　司　間　島　誉史秀

平　賀　　　真
二階堂　　　衛

笠 間 稲 荷 美 術 館
　　　 館　長館　長　塙　　東　男
〒309-1611　笠間市笠間1 

電 話 0296-73-0001（代） FAX 0296-73-0002

権宮司　塙　　敬比古
宮　司　宮　司　塙　　東　男

　https://toshogu.jp/　https://toshogu.jp/

名誉宮司 吉　田　健　彦
宮　　司 中　麿　輝　美

祝・ご卒業
第130期のみなさんへ

名誉宮司
宮　　司宮　司　宮　司　村　山　和　臣

名誉宮司　髙　橋　昭　二
宮　　司　香　取　　　武

〒287-0017　千葉県香取市香取1697
電　話　0478-57-3211（代）

院 友 会 報新院友歓迎号 令和４年３月20日（日）　No.380 6



　國學院大學では、在学生や院
友の便宜を図るため各種証明書
を一部のコンビニエンスストア
（国内のセブン―イレブン･フ
ァミリーマート･ローソンのマ
ルチコピー機設置店舗）で発行
できるサービスを行っておりま
す。スマートフォンなどの端末

から証明書の発行申請、決済が
でき、キャンパス外から時間の
制限なく、いつでも発行が可能
となります。
　全国の院友の皆さまには、地
元で速やかに証明書発行を受け
ることができます。ぜひご利用
ください。証明書の発行に関す

ることは、國學院大學HPをご
確認ください。（卒業年度によ
り、一部制約があります）

お問合せ先
國學院大學証明書発行ページ
https://www.kokugakuin.
ac.jp/student/mate
rials
をご覧ください。

コンビニでの証明書発行等について

宮　　司　桑　原　宏　明
名誉宮司　桑　原　恒　明

正遷座百三十年

名誉宮司
宮　　司

名誉宮司
宮　　司

寺　井　種　伯
寺　井　種　治

篠　田　範　雅

【連絡先】鈴木（03-5466-0745 大学人事課内）
URL：https://kgu.tokyo/

　　会　長　中川　健一
顧問・部長　渡邉　　卓
　　副会長　広瀬　健一
　　幹事長　中坪　佑介

副幹事長・監督　大田　駿介
URL:http://kokudaiaiki.com
令和４年４月より新体制

広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

國學院大學博物館だより 毎号博物館の企画展を毎号博物館の企画展を
紹介していきます。紹介していきます。

会 期：令和４年４月２日（土）～５月14日（土）
会 場：國學院大學博物館　企画展示室
開 館 日：毎週水・木・金・土
開 館 時 間：12：00～17：00（最終入館は30分前）
お問い合わせ：03-5466-0359
※現在、新型コロナウイルス感染症予防対策のため短縮開館中

図録やミュージアムグッズは配送販売もしています！そ の 他

源頼朝や北条義時、鎌倉幕府の実像に迫る！

　國學院大學博物館の展示をネット上で観覧できるオンラインミ
ュージアムを開設しました。ご自宅に居ながら、常設展はもちろ
ん、企画展も展示内容を解説付きでお楽しみいただけます。各企
画展でミュージアムトークも配信中です！
 ◎博物館ホームページ又は右記のQRコードから⇨

　本展では、反平家勢力の庇護者であった鳥羽天皇皇女八条院周辺の文書史料、
久我家文書の源頼朝・北条義時・北条泰時発給文書、鎌倉幕府の歴史書『吾妻鏡』
に題材を取った奈良絵本『あさいな』など、初公開を含む本学図書館所蔵資料か
ら、頼朝や義時の時代をみていきます。

あさいな「門破り」（本学図書館蔵）

博物館の展示をお家からも！オンラインミュージアム  OPEN

鎌倉幕府と執権政治 ―重要文化財  久我家文書公開―春の特別列品 院友経済会ビジネス塾企画
3ヶ月連続講演会企画を開催!!

➡院友経済会
ビジネス塾HPは

こちら

　院友経済会ビジネス塾ではコロナ禍で対面での企画開催　院友経済会ビジネス塾ではコロナ禍で対面での企画開催
が難しい中、オンラインを通じて院友同士や現役生が参加が難しい中、オンラインを通じて院友同士や現役生が参加
可能な企画の開催を予定しております。可能な企画の開催を予定しております。
　夏頃に３ヶ月連続講演会を開催予定です。その１つと　夏頃に３ヶ月連続講演会を開催予定です。その１つと
して飲食業界で活躍中の松田真治さん(118経営)をお招きして飲食業界で活躍中の松田真治さん(118経営)をお招き
し「飲食×○○」でご講演いただき、参加者とのディスカし「飲食×○○」でご講演いただき、参加者とのディスカ
ッションを予定しております。詳細につきましては随時ッションを予定しております。詳細につきましては随時
ＨPにてお知らせいたします。ＨPにてお知らせいたします。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
で
、令
和

染
症
拡
大
の
影
響
で
、令
和

二
年
度
・
三
年
度
と
二
年
連
続

二
年
度
・
三
年
度
と
二
年
連
続

で
一
堂
に
会
し
て
の
開
催
を

で
一
堂
に
会
し
て
の
開
催
を

自
粛
し
、書
面
に
よ
る
開
催

自
粛
し
、書
面
に
よ
る
開
催

と
な
っ
た
。令
和
四
年
度
は
、

と
な
っ
た
。令
和
四
年
度
は
、

三
年
振
り
の
対
面
開
催
に
向

三
年
振
り
の
対
面
開
催
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

従
来
は
、
各
支
部
か
ら
支

　

従
来
は
、
各
支
部
か
ら
支

部
長
と
事
務
局
担
当
者
の
二

部
長
と
事
務
局
担
当
者
の
二

名
を
、
各
協
力
団
体
か
ら
も

名
を
、
各
協
力
団
体
か
ら
も

代
表
と
事
務
局
担
当
者
の
同

代
表
と
事
務
局
担
当
者
の
同

じ
く
二
名
を
招
い
て
、
大
学

じ
く
二
名
を
招
い
て
、
大
学

の
様
子
や
支
部
活
動
の
取
り

の
様
子
や
支
部
活
動
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
や
協

組
み
等
に
つ
い
て
報
告
や
協

議
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和

議
を
行
っ
て
き
た
が
、
令
和

四
年
度
は
各
支
部
と
各
協
力

四
年
度
は
各
支
部
と
各
協
力

団
体
か
ら
代
表
一
名
を
招
い

団
体
か
ら
代
表
一
名
を
招
い

て
、
三
密
を
回
避
す
る
形
で

て
、
三
密
を
回
避
す
る
形
で

開
催
す
る
予
定
。

開
催
す
る
予
定
。

　

本
会
の
支
部
長
会
議
は
、

　

本
会
の
支
部
長
会
議
は
、

定
款
の
中
で
も
そ
の
設
置
が

定
款
の
中
で
も
そ
の
設
置
が

謳
わ
れ
て
お
り
、
國
學
院
大

謳
わ
れ
て
お
り
、
國
學
院
大

學
の
益
々
の
発
展
の
た
め
の

學
の
益
々
の
発
展
の
た
め
の

運
営
に
必
要
不
可
欠
な
情
報

運
営
に
必
要
不
可
欠
な
情
報

収
集
の
機
会
で
も
あ
る
。
こ

収
集
の
機
会
で
も
あ
る
。
こ

れ
ら
も
踏
ま
え
理
事
会
で
も

れ
ら
も
踏
ま
え
理
事
会
で
も

開
催
を
決
議
。
今
後
、
事
務

開
催
を
決
議
。
今
後
、
事
務

局
で
準
備
を
進
め
る
。

局
で
準
備
を
進
め
る
。

　

各
支
部
へ
の
案
内
は
、四
月

　

各
支
部
へ
の
案
内
は
、四
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
る
。な

上
旬
を
予
定
し
て
い
る
。な

お
、こ
れ
ま
で
会
議
終
了
後

お
、こ
れ
ま
で
会
議
終
了
後

に
開
催
し
て
い
た「
院
友
大

に
開
催
し
て
い
た「
院
友
大

会
」は
別
掲
の
と
お
り
秋
以

会
」は
別
掲
の
と
お
り
秋
以

降
に
開
催
の
予
定
。又「
一
般

降
に
開
催
の
予
定
。又「
一
般

公
開
講
演
会
」は
別
の
機
会

公
開
講
演
会
」は
別
の
機
会

の
開
催
を
目
指
し
て
い
る
。

の
開
催
を
目
指
し
て
い
る
。

【
開
催
日
時
】
令
和
四
年
五

令
和
四
年
五

月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二

月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二

時
〜
時
〜

【
会
場
】
國
學
院
大
學
渋
谷
キ

國
學
院
大
學
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

ン
タ
ー
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

　

長
野
県
支
部
（
佐
々
木
章

　

長
野
県
支
部
（
佐
々
木
章

支
部
長
）
で
は

支
部
長
）
で
は
1212
月
1818
日

（
土
）
に
「
一
般
公
開
講
演

（
土
）
に
「
一
般
公
開
講
演

会
〜
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

会
〜
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

〜
」
を
長
野
市
の
ホ
ク
ト
文

〜
」
を
長
野
市
の
ホ
ク
ト
文

化
ホ
ー
ル
（
長
野
県
県
民
文

化
ホ
ー
ル
（
長
野
県
県
民
文

化
会
館
）
に
お
い
て
開
催
し

化
会
館
）
に
お
い
て
開
催
し

た
。
た
。

　

昨
年
長
野
県
支
部
で
は
一

　

昨
年
長
野
県
支
部
で
は
一

般
公
開
講
演
会
を
計
画
し
て

般
公
開
講
演
会
を
計
画
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
か
ら
開

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
か
ら
開

催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
と
な
っ
て
い
た
。
本
年

事
態
と
な
っ
て
い
た
。
本
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い

は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い

る
地
域
交
流
と
文
化
活
動
の

る
地
域
交
流
と
文
化
活
動
の

活
性
化
の
た
め
に
、
テ
ー
マ

活
性
化
の
た
め
に
、
テ
ー
マ

を
『
疫
病
鎮
静
の
祈
り
』
に

を
『
疫
病
鎮
静
の
祈
り
』
に

掲
げ
公
益
事
業
と
し
て
企
画

掲
げ
公
益
事
業
と
し
て
企
画

し
た
。
現
況
の
感
染
症
予
防

し
た
。
現
況
の
感
染
症
予
防

の
た
め
に
来
場
者
を
定
員
の

の
た
め
に
来
場
者
を
定
員
の

半
数
と
し
、
講
演
時
間
を
１

半
数
と
し
、
講
演
時
間
を
１

時
間
に
短
縮
し
た
。ま
た
、講

時
間
に
短
縮
し
た
。ま
た
、講

師
は
地
元
の
長
野
市
で
雅
楽

師
は
地
元
の
長
野
市
で
雅
楽

▼
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
、

　

対
面
と
遠
隔
で
授
業

　

令
和
三
年
度
の
授
業
は
、

　

令
和
三
年
度
の
授
業
は
、

相
次
ぐ
緊
急
事
態
宣
言
、
ま

相
次
ぐ
緊
急
事
態
宣
言
、
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
策
を
講
じ
た
上

の
感
染
予
防
策
を
講
じ
た
上

で
、
お
お
む
ね

で
、
お
お
む
ね
5050
人
未
満
の

人
未
満
の

授
業
は
す
べ
て
対
面
と
す
る

授
業
は
す
べ
て
対
面
と
す
る

な
ど
、
通
学
を
前
提
と
し
て

な
ど
、
通
学
を
前
提
と
し
て

運
営
さ
れ
た
。

運
営
さ
れ
た
。
5050
人
以
上
の

人
以
上
の

授
業
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
対

授
業
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
対

面
と
遠
隔
の
同
時
併
用
）
と

面
と
遠
隔
の
同
時
併
用
）
と

し
つ
つ
、
感
染
予
防
の
観
点

し
つ
つ
、
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
教
室
を
配
当
で
き
な
い

か
ら
教
室
を
配
当
で
き
な
い

授
業
は
遠
隔
で
実
施
し
た
。

授
業
は
遠
隔
で
実
施
し
た
。

　

昨
夏
に
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン

　

昨
夏
に
は
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

パ
ス
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
、

ス
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
、

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

で
地
域
と
協
力
し
た
接
種
を

で
地
域
と
協
力
し
た
接
種
を

実
施
。
希
望
す
る
学
生
、
教

実
施
。
希
望
す
る
学
生
、
教

職
員
ら
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン

職
員
ら
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
積
極
的
に
進
め
た
。

接
種
を
積
極
的
に
進
め
た
。

　

例
年

　

例
年
1111
月
に
行
わ
れ
る
若

月
に
行
わ
れ
る
若

木
祭
は
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

木
祭
は
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
組
み
合
わ
せ
て
開
催
。

ン
を
組
み
合
わ
せ
て
開
催
。

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
二
年

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
二
年

ぶ
り
に
、
学
生
た
ち
の
演
奏

ぶ
り
に
、
学
生
た
ち
の
演
奏

す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

や
、
全
學
應
援
團
の
エ
ー
ル

や
、
全
學
應
援
團
の
エ
ー
ル

が
響
き
渡
っ
た
。

が
響
き
渡
っ
た
。

▼
院
友
会
協
賛
の
高
校
生

　

コ
ン
テ
ス
ト
が
節
目

　

國
學
院
大
學
院
友
会
、
國

　

國
學
院
大
學
院
友
会
、
國

學
院
大
學
若
木
育
成
会
な
ど

學
院
大
學
若
木
育
成
会
な
ど

が
協
賛
し
、
本
学
と
高
校
生

が
協
賛
し
、
本
学
と
高
校
生

新
聞
社
の
主
催
で
実
施
し
て

新
聞
社
の
主
催
で
実
施
し
て

い
る
「
全
国
高
校
生
創
作
コ

い
る
「
全
国
高
校
生
創
作
コ

ン
テ
ス
ト
」
は
、

ン
テ
ス
ト
」
は
、
2525
回
の
節

回
の
節

目
を
迎
え
た
。
今
年
度
、
短

目
を
迎
え
た
。
今
年
度
、
短

篇
小
説
、現
代
詩
、短
歌
、
俳

篇
小
説
、現
代
詩
、短
歌
、
俳

句
の
４
部
門
に
全
国
か
ら
１

句
の
４
部
門
に
全
国
か
ら
１

８
２
７
７
作
品
の
応
募
が
あ

８
２
７
７
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
海

り
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
海

城
高
校（
東
京
都
）が
選
ば
れ

城
高
校（
東
京
都
）が
選
ば
れ

た
ほ
か
、
各
賞
受
賞
者
が
決

た
ほ
か
、
各
賞
受
賞
者
が
決

ま
っ
た
。

ま
っ
た
。

　

同
じ
く
高
校
生
を
対
象
に

　

同
じ
く
高
校
生
を
対
象
に

実
施
さ
れ
た
第

実
施
さ
れ
た
第
1717
回
「
地
域

回
「
地
域

の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン

の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン

テ
ス
ト
と
合
わ
せ
て
、
入
賞

テ
ス
ト
と
合
わ
せ
て
、
入
賞

作
品
集
を
そ
れ
ぞ
れ
２
月
下

作
品
集
を
そ
れ
ぞ
れ
２
月
下

旬
に
刊
行
し
た
。
ご
希
望
の

旬
に
刊
行
し
た
。
ご
希
望
の

と
舞
姫
の
活
動
を
し
て
い
る

と
舞
姫
の
活
動
を
し
て
い
る

長
野
雅
楽
会
に
依
頼
し
た
。

長
野
雅
楽
会
に
依
頼
し
た
。

　

開
催
日
の
会
場
に
は
１
５

開
催
日
の
会
場
に
は
１
５

０
名
が
来
場
し
、
長
野
雅
楽

０
名
が
来
場
し
、
長
野
雅
楽

会
に
よ
り
『

会
に
よ
り
『
悠ゆ

う
ゆ
う

久き
ゆ
う
の
ま
い

き
ゆ
う
の
ま
い舞
』『』『
迦か

陵り
よ
う

り
よ
う

頻び
ん
び
ん

』『』『
納な

そ

り

な

そ

り

曽
利
曽
利
』『』『
陵り

よ
う

り
よ
う

王お
う
お
う

』

の
４
曲
の
舞
が
披
露
さ
れ

の
４
曲
の
舞
が
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【ＨＰ・お問合せ先】
https://www.kokugakuin.ac.jp/https://www.kokugakuin.ac.jp/
general/eventlist/p1  general/eventlist/p1  ☎0303―54665466―02700270
MAIL : jigyou@kokugakuin.ac.jpMAIL : jigyou@kokugakuin.ac.jp

オープンカレッジ
パンフレットの

ご請求はこちらから ▶

★あ て 先　　〒150-0011 東京都渋谷区東４―12―８ 國學院大學院友会 院友会報プレゼント係
★応募方法　 ハガキ・ファックス・E-mailに〒・住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科・会員番号（10桁）・130期

生の方は学籍番号・希望の賞品（「清水投手色紙」「山下選手色紙」「山崎選手ボール」「記念ボール」
「Ｔシャツ」「キーホルダー」「國學院クッキー：130期生限定」のいずれか）を記入の上、お申し込み
ください。※おひとりで複通数、複数賞品の応募はできません。

★締め切り　令和４年４月30日（土）
★当選発表　 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていただきます。発送は５月上旬以降となります。

お楽しみに！
※ お申し込みいただきました個人情報は本会で適切に管理し、商品の発送および院友会報、会費・寄付金依頼状
の送付とそれらに関する諸連絡のために使用させていただきます。詳しくは本会ホームページ個人情報の取
り扱いについての利用目的をご覧ください。

東京ヤクルトスワローズ
清水 昇投手サイン色紙

横浜DeNAベイスターズ
山下幸輝選手サイン色紙

プレゼントコーナー《硬式野球部から感謝を込めて》
　今回は、硬式野球部が“応援していただいている院友の皆さまへの感謝”ということで、「ＯＢプロ野球選手
サイン色紙・ボール」「東都大学野球令和3年度春季・秋季リーグ戦連覇記念ボール」「硬式野球部創部100周
年記念Ｔシャツ」「明治神宮外苑創建95年記念、第92回明治神宮野球大会出場記念キーホルダー」を提供し
てくれました。抽選で10名の皆さまにプレゼントいたします。ぜひご応募ください。

　卒業記念！　今号特別企画の130期生限定プレゼント
です。クッキーにこくぴょんなどがデザインされた、コ
ロンバン製の本格的クッキーです。この人気の國學院ク
ッキーを、抽選で10名の方にプレゼントいたします。
130期生の皆さん、ぜひご応募ください。

１名名

抽選で抽選で

１名名

抽選で抽選で

10名名

１名名

抽選で抽選で

１名名

抽選で抽選で

東北楽天ゴールデンイーグルス
山崎剛選手サインボール

東都大学野球
令和3年度春季・秋季リーグ戦

連覇記念ボール
明治神宮野球大会

出場記念キーホルダー
硬式野球部

創部100周年記念Ｔシャツ 

１名

抽選で抽選で ５名名

抽選で抽選で

《祝！ 新院友・第130期生（令和４年３月修了・卒業）限定！》
國學院大學オリジナルクッキー

令和４年度 院友大会について
　恒例となっていた院友大会は、支部
長会議と同様２年開催を見送ってきま
したが、令和４年度は秋以降の開催に
向けて準備を進めます。
　今後、院友大会の開催に関連するお
知らせは、会報次号と本会のホームペ
ージ上で告知する予定です。

ホームカミングデー『電波（ＯＮＬＩＮＥ）でツナガレ院友の憶（ＯＭＯ）い』
～今年度もオンラインで開催～

　毎年秋頃に開催されていたホームカミングデーは、今年度もオンラインでの開催となった。
　春先から、大学内の実施準備委員会で検討が始まっていたが、新型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態宣言
や、その解除後の状況も勘案しながら、そして何よりも大学と院友の繋がりを大切に考える準備委員会メンバーの熱
い想いがオンラインでの開催となった。ホームカミングデーは３日間開催され、次のとおりオンラインならではの楽し
い企画が当日限定で配信された。

　それぞれ趣向を凝らした企画であったが、多くの院友にご参加いただいたのではないだろうか。既に、大学内では令和４年
度の開催に向けて検討が始まっている。来場型の開催を前提として、大学と院友の繋がりがより強固なものとなるように、そ
して一日も早く平穏な社会が戻ることを願いながら。

★笑撃！スポーツ巡り　13時00分～14時00分
　若手職員がたまプラ部活動に体験入部！　硬式野球・女子バスケ・柔道を生配信。
★研究室探訪　16時00分～16時40分
　人間開発学部卒業生必見！　たまプラのとある研究室を覗き見！　クイズに参加して豪華賞品をGet!?

【ＤＡＹ１】令和３年11月27日（土）

★ブラプラザ　10時30分～11時45分
　 リアルタイムでたまプラーザ周辺を散策。「駅、街並み、キャンパス」変わった姿をお届け。
「えー！」そんな声が聞こえてきそうな、ぶらり旅！
★ブラシブヤ　15時00分～16時10分
　 渋谷キャンパス周辺を生配信で巡る。今のシブヤへ、校舎の周りへ、貴方がブラブラした
アノ場所へ。変わった姿、変わらぬ姿探します！

【ＤＡＹ２】令和４年１月22日（土）

★学長による源氏物語〈物語絵〉解説！　15時00分～16時00分
　 針本正行学長による特別企画！　本学図書館所蔵の『源氏物語』を、研究者である学長
が生解説。
★突撃！ナイトミュージアム　19時00分～20時00分
　 近年、年間７万人を超える来館者を誇る國學院大學博物館の初企画。生配信で夜の博物
館へご案内。

【ＤＡＹ３】令和４年３月12日（土）

　今年度のホームカミングデーは終
了いたしましたが、フェイスブック
やインスタグラムでは継続して情報
が発信されます。
　下記QRコードよりフォローをお願
いいたします。院友会報や学報では
発信できない情報もあるはずです。
多くの皆さまのフォローをお待ちし
ております。

皆さまへのお願い

インスタグラム フェイスブック
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会費・寄付金の振込に関して
　院友の皆さまには、いつも会費・寄付金のご納入をいただきまし
て有り難うございます。
　令和４年１月から、ゆうちょ銀行では、窓口・ATMで現金で院友会
の会費・寄付金を送金いただく場合、別途現金加算料金が発生いたし
ます。お手数をお掛けいたしますが宜しくお願いいたします。
※ 「ゆうちょ銀行口座」をお持ちの方は、口座からご送金いただくと、
現金加算料金のご負担はございません。その場合は、必ずお名前・
10桁の個人番号・連絡先の電話番号をご入力してください。

院 友 会 報新院友歓迎号 令和４年３月20日（日）　No.380 8
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